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Abstract 
Responding to various social demands, variety of nurse uniforms have been created and worn. The present study 
examined the effects of pink nursing uniform on self-perception and work motivation among female student nurses. We 
hypothesized that female student nurses would perceive themselves more competent and increase work motivation in the 
pink condition. In the experiment, Japanese female student nurses imaged their future career as nurse, watching the 
illustration of nurse either in a pink coat or a blue coat. Then participants completed a self-rating scale and various nursing 
career assessment scales. Results showed that participants in the pink condition expressed stronger motivation to work as 
nursing jobs than female participants in the blue condition. We discussed the role of coat color on the feeling and career 
motivation for female nurses. 
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イメージがある（Glick & Fiske, 2001）。また、伝統的性役割観として「女性は家庭、男性は仕事」と
いったステレオタイプが存在する（Eagly, 1987）。こうしたステレオタイプは、伝統的に男性が主であ
る仕事領域に女性は向かないのだという考えに結びつき、女性キャリアの動機づけや自尊心を低める








































































































































た（R）」の 2項目について、高い相関が得られた（r= -.63, p<.001）。そのため、得点が高いほど想像
しやすかったことを示すように合算平均を算出した（M=3.42, SD=0.88）。合算平均を従属変数とした、
色条件（ピンク vs.青; 参加者間）の 1要因 2水準の ANOVAを行ったが、有意な差は見られなかった







性を仮定した。次に、多変量検定の結果、想像しやすさの主効果が有意となり（F (4, 60)=4.84, p<.01）、




Table 1 キャリア意識に対する想像しやすさと色条件による効果 





























多変量検定     4.84 **   1.57 ns 0.32 ns 
 
想像しやすさについては、看護師キャリア意識（F (1, 63)=16.48, p<.001）、キャリアアップ意識（F (1, 














の結果、想像しやすさ（F (3, 61)=1.46, ns）、条件は有意ではなかったが（F (3, 61)=1.84, ns）、交互作用
は有意に近かった（F (3, 61)=2.50, p<.10）。そのため、交互作用について、各変数に対する一変量分析
の結果を参照していくこととした。Table 2には各統計量を示した。  
 
Table 2 看護師としての職能に対する想像しやすさと色条件による効果 













質の高い看護の実践と追求 4.56 0.33 4.51 4.62 2.00 
 
4.58 4.54 0.22 
 
3.74 † 
対人関係の形成と調整 4.44 0.40 4.36 4.53 3.15 † 4.55 4.36 4.03 * 0.82 
 
自己能力の開発 3.41 0.63 3.28 3.57 3.61 † 3.51 3.35 1.12 
 
6.48 * 
多変量検定     1.46 ns   1.84 ns 2.50 † 
 





















Figure 3. Ratings of developing self-ability as a function of color and ease of imagination. 
 
なお、多変量検定では色条件の効果は有意とならなかったものの、一変量検定においては、対人関







に等質性を仮定した。次に、多変量検定の結果、想像しやすさ（F (3, 61)=0.97, ns）、条件（F (3, 61)=1.01, 
ns）、交互作用のいずれも有意ではなかった（F (3, 61)=2.08, p=.11）。Table 3には各統計量を示した。  
 
Table 3 自己認知に対する想像しやすさと条件による効果 













人柄 4.64 0.87 4.47 4.77 2.10  4.50 4.75 1.47 
 
3.99 † 
有能さ 3.81 0.60 3.72 3.89 1.23 
 




女性性 0.30 1.83 0.33 0.27 0.02 
 








1.01 ns 2.08 ns 
 
多変量検定では色条件の効果は有意とならなかったものの、一変量検定においては、人柄において



















Table 4. Ratings for suitable colors for nurse coats. 
White Light blue Blue Pink Green Yellow 





























イプを活性化するという先行研究の結果と異なる一方で（石井ら, 2014; 田戸岡・石井・沼崎, 2014）、
看護学生のキャリア意識を高めるという結果と一致している（石井ら, 2016）。これらから、着衣によ
る効果は一義的ではなく、プライミング効果と同様（Wittenbrink, Judd, & Park, 2001）に、着衣する者
の置かれた状況に合わせて変容する可能性が示唆される。ある状況ではピンクは伝統的な女性らしさ
を喚起することが考えられるが、別な状況では働く女性らしさを喚起するかもしれない。実際、色の
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